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留萌市議会
議会議会ですです
こんにちはこんにちは

第150号

留萌市議会だより留萌市議会だより

※左記のQRコードからも
留萌市議会のホームペー
ジにアクセスできます。

主
な
内
容

モンベルアウトドアヴィレッジモンベルアウトドアヴィレッジ
るもい構想るもい構想

集中的に調査研究〈中間報告まとめる〉
　令和５年６月から動き出した「留萌市議会公共施設整備調査研究会」は、
これまでに５回の会議を開催。特に７月開催の「市民と議会の意見交換会」
での意見などを踏まえ「モンベルアウトドアヴィレッジるもい構想」につい
て集中的に協議、市民が心配する財源や効果、更に芝生に対する市の考え方
を確認し、現段階で可能な調査研究のめどがついたため、調査研究内容につ
いて中間報告し、議員間の情報共有を図りました。

　研究会は、モンベル、小麦集出荷施設、
社会教育施設、市庁舎など公共施設整備
についての調査研究を目的とし、差し
迫り市民と議会の意見交換会で出された

「モンベル」に関する意見を整理しました。
①現時点の計画 ( 構想 ) について
②モンベルとの協議についての進捗状況
③事業実施における条件整備のための他

団体との調整等の進捗状況
④第２期工事の考え方やスケジュール
⑤モンベルショップの規模・内容
⑥地域への波及効果
　について執行部に質問し確認しました。
　なお、モンベルの「ショップ、拠点施設」に関して、基本計画の委託業務が完了した後、より
具体的な立地場所や財政規模などについて再調査し、改めて情報共有を図ります。

小野座長を中心として調査研究する会議

皆さまからいただいたご意見の一部をご紹介します

道の駅

モンベルアウトドア
ヴィレッジ構想

新交流複合施設

🅿 10 ◦公共施設整備調査研究会
🅿 11 ◦市民と議会の意見交換会
🅿 12 ◦各常任委員会からの報告
🅿 13 ◦令和4年度決算審査特別委員会

🅿14〜🅿16 ◦第３回定例会一般質問
🅿17 ◦こんなことが決まりました

◦組合議会からの報告
◦議会の動向……………ほか
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留萌市議会だより

皆さまからいただいたご意見の一部をご紹介します

道の駅

モンベルアウトドア
ヴィレッジ構想

新交流複合施設

テーマ　道の駅るもい・旧留萌駅周辺とまちづくり
市民と議会の意見交換会を開催しました市民と議会の意見交換会を開催しました

令和５年７月２４日
　留萌市中央公民館講堂にて

休憩所がない。飲食する場所
を施設の中（２階など）へ移
動しては。ロケーションをもっ
と活用したら良いのでは。

子どもたちが将来市政の担い
手になる時、このまちに残り
たいと思える魅力やビジョン
が必要。

市民が行きたくなるようなワ
クワク感がほしい。定期的な
イベント開催など。

「ちゃいるも」ができて人の
流れも良くなり、観光客も増
え、他の道の駅に比べると賑
わっている。

小さい子が遊べる公園がなく
遊具を設置して欲しい。

サービスとして「いらっしゃ
いませ、ありがとうございま
した」のおもてなしムードが
薄れている。

芝生やドッグラン、パークゴ
ルフ場があるが、新たに開発
するにしてもきちんと広聴活
動を行って進めるべき。

新鮮な魚介類や農産物の直売
など、留萌の名産の販売で集
客率を上げてほしい。

比較的賛成の立場だが、モン
ベルショップの製品を体験でき
る施設や冬季のビジョン等に
課題があると感じる。

将来を見据えた施設と感じる
が、大きな芝生ゾーンにコテー
ジは勿体無い。サッカーの大
きな試合の誘致が可能では。

小ホール、市役所の一部を併
設した様々な機能をもち、セ
レモニーホールや結婚式にも
使える大きな施設に。

集客や雇用のメリットについ
て、もっと開示すべき。きちん
とした根拠を示す必要がある。

障がい者や高齢者も使い易い
施設に。道の駅と連携して、
市民が使える複合施設に設
計、市民目線の建物に。

やったことのないものに挑戦
してもいいのでは。まちの風
潮を変えないといいものは育
たない。

副港にカヤック体験が考えら
れているが、水が綺麗ではな
い。健康面で心配はないのか。

緊急時避難施設になること
や、公共施設だけでなく、民
間団体の施設や店舗も入れる
ようにしてはどうか。

モンベルショップでしか買え
ないものを地方で買い物をす
ることがあるので、留萌市に
ショップがあると大変嬉しい。

収益の増加がみられない場合
や赤字となった時に、簡単に
撤退すると考えるのが普通。
十分に精査して欲しい。

異世代交流、デイサービスと
保育園があるような、色々な
世代が交流できる市民が集う
施設にしてほしい。

モンベルという一流ブランドが
留萌に魅力を感じ、出店意欲
があるということは心強い。

歴史館のような地域の歴史を
伝える場所、観光客に留萌を
PRする施設も必要。

　意見交換会には 23 人の市民のみなさんに参加
していただき、さまざまなご意見をいただくこと
ができました。
　ご協力たいへんありがとうございました。

令和５年度「市民と議会の意見交換会」結果報告書は留萌市議会のホームページからみることができます。

【留萌市議会事務局】 TEL42-1907 FAX43-6700　URL:https://www.e-rumoi.jp/gikai/index.html　E-mail:rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp
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議会です こんにちは議会です こんにちは

第１
常任委員会
の報告

総務部より、令和 4 年度決算については全て
の会計において黒字決算であると報告を受け、令
和 5 年度補正予算について確認。産業分類別個
人所得の推移について説明を受けた。

地域振興部よりモンベルアウトドアヴィレッジるも
い構想において、資材費高騰などの影響で、構
想の理念は変えずにアウトドア・アクティビティ拠
点施設の整備を優先
し、令和 8 年度の開
業を目指すと報告を受
けた。 令和 5 年度ま
ちづくり懇談会の開催
結果、留萌市幌糠コ
ミュニティセンターの

老朽化に伴い旧留萌市立幌糠中学校（現留萌市
幌糠農業・農村支援センター）内へ施設機能を
移管・集約する説明を受けた。

都市環境部より地球温暖化の影響による集中
豪雨などの異常気象が世界各地で多発し、温暖
化対策の必要性が国際的に共有され、国は２０２０
年１０月に「２０５０年までに脱炭素社会の実現を目
指す」ことを宣言した。北海道においても２０２１
年３月に「ゼロカーボン北海道」の実現を目指す
ことが表明され、留萌市においても温暖化対策の
取組が必要と考え、留萌市ゼロカーボンシティ宣
言について行政報告する説明を受けた。議員から
は具体的な取組について明記すべきだと意見が出
た。

市民健康部、教育委員会、留萌市立病院の所
管事務調査を行う。

市民健康部からは、本年９月末日で任期満了と
なる人権擁護委員の後任候補者を法務大臣へ推
薦するために議会の意見を求めること、また、令
和５年度の各補正予算についての説明を受けた。
さらに、新型コロナウイルスワクチンの秋接種につ
いての情報提供を受けた。接種期間は令和５年９
月２０日～令和６年３月３０日まで（個別接種のみ）
で、予約方法はコールセンター（12 月まで）及
びインターネットでの申込。初回接種を終了した５
歳以上の全ての方が対象で、接種費用は無料で
あることを確認した。

教育委員会より、令和４年度小・中学校におけ

る「いじめ・不登校」状況に関する調査結果では、
いじめの認知件数は小・中学校合わせて 185 件
で、その内容把握や対応状況についての報告と、
同じく不登校児童数や不登校となった要因、対象
生徒への指導状況についての報告を受けた。

留萌市立病院からは、令和４年度の会計決算
で、患者数の減少とともに医業収益が落ちたもの
の、空床補償により約１億６千万円の当期純利益
を生み、３期連続の黒
字決算となった報告を
受けた。

▲機能移管を協議している幌
糠コミュニティセンター

留萌市ゼロカーボンシティ宣言！
幌糠コミセン機能移管検討開始へ

新型コロナワクチン秋接種
いじめに関する調査結果報告

▲留萌市立病院

◎委 員 長　米倉　靖夫
○副委員長　田村　裕樹

◦川村　忠司　◦横田　美樹　◦村上　　均
◦燕　　昌克　◦小沼　清美　　

◎委 員 長　戸水美保子
○副委員長　宇川　達朗

◦村上　雅彦　◦小野　敏雄　◦野崎　良夫　
◦鈴田　亜湖　◦村山ゆかり　

第２
常任委員会
の報告
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令和 4年度決算審査特別委員会からの報告 ９月13日決算審査特別委員会を
開きました。

【総務費】　　　　　　　　　　　　　
マイナンバーカード普及率とカー
ド発行にトラブルはなかったか。
市全体普及率は令和４年度末で
76.8％、令和４年度においてト
ラブルは無い。

職員のストレスチェックについ
て、ハイリスク者の有無は。
43 名、13％が高ストレスと認定
された。
防災備蓄について、女性目線での
対応はできているか。
備蓄品としては、生理用品や紙お
むつの準備はある。
第 10留萌川橋梁利活用調査の結
果は。
人道橋として使用するための工事
費に約２億 5 千万円かかる。橋
梁の点検結果、健全度判定は４段
階中一番低い結果となった。
【民生費】　　　　　　　　　　　　
緊急通報システムの対象が 79世
帯、利用回数は。
令和４年度は、安否確認も含め、
681 件あった。
小規模保育「すまい留」の待機児
童は何人か。
令和４年度は、待機児童は出てい
ない。
市内幼稚園の一時預かり事業が予
算より増えている要因は。
かもめ幼稚園、聖園幼稚園ともに
令和３年度よりも保護者の就労が
が増えたため。

向けのチャンネルとして活用し、
約１千万円の寄附につながってい
る。
商店街振興組合連合会振興対策事
業の成果は。
大売り出しや商店街の魅力を伝え
るためのフラワーロードなど、市
民に愛される商店街づくりが取り
組まれた。
道の駅新商品開発業務委託料の
100万円の内容は。
道の駅の認知度向上に向けた取組
として、道の駅で販売する新商品
を開発するために、留萌観光協会
とカフェを運営している事業者に
新商品の開発を委託。
【土木費】　　　　　　　　　　
除雪業者の組合法人化に向けた共
同企業体による応援体制は。
路線バスを止めないことを主軸に
業界も取り組んだ。積雪量も少な
かったこともあり、円滑な除排雪
につながった。
【教育費】　　　　　　　　　　　
河合塾との連携による学習意欲向
上支援事業の教職員、生徒の評価
は。
ＡＩ型学習支援ツールの活用によ
り教職員の負担が軽減、生徒もパ
ソコンを使用したドリルは使い勝
手がいいと評価。

潮静小学校の空調設備の効果は。
普通学級などにエアコン 7 台を
設置した。猛暑による繰り上げの
下校を避けることができた。

【衛生費】　　　　　　　　　　　　　
市営墓地全体と合同墓の利用状
況、課題と対策は。
1,934 区画に対し 1,800 区画が
利用されている。合同墓は 31 件
の申請があり、納骨数 81 体。墓
終いなどで市営墓地に空白地帯が
増えており、新たに貸し付ける際
には、利便性の良い、高齢者の行
きやすい場所に集約したい。

子宮頸がんワクチンの接種者が少
ないが、啓蒙の必要性は。
中学校 1 年生から高校 1 年生ま
で の 女 子 243 人 が 対 象。 確 実
に 90％以上の効果があるワクチ
ン。対象者全員が接種していただ
けるようにしたい。
【農林水産業費】　　　　　　　　　　　　　
新規漁業者支援事業の実績は。
令和４年の新規漁業者１名。すで
に組合員になっている４名に経営
自立安定支援を最長５年間、年間
上限150万円の支援。すべて留萌
市民からの着業。
【商工費】　　　　　　　　　　　
モンベルアウトドア観光・プロ
モーション事業の消耗品費の内容
は。
モンベルアウトドアヴィレッジる
もい構想の実現に向け、機運醸成
のための政策のＰＲツールとして
プロモーションウエアを購入し、
市職員に貸与。
ＪＡＬとの連携によるふるさと納
税等推進事業の成果は。
ＪＡＬのポータルサイトを富裕層
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Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
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▲マイナンバーカードのサポート

▲パソコンを使った授業風景

▲申請が増えている合同墓

【留萌市議会事務局】 TEL42-1907 FAX43-6700　URL:https://www.e-rumoi.jp/gikai/index.html　E-mail:rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp
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令和５年 第３回定例会　令和５年 第３回定例会　一般質問と答弁　　　　　　　　　①一般質問と答弁　　　　　　　　　①

質
問

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
で
は
、
学

校
の
温
度
を
適
切
な
水
準
に
維
持
す
る
こ

と
が
重
要
。
そ
こ
で
市
内
の
学
校
施
設
に

お
け
る
、
小
中
学
校
の
空
調
設
備
の
設
置

状
況
及
び
今
後
全
市
的
に
取
り
組
ま
れ
る

計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁

３
校
に
部
分
的
に
設
置
し
て
い

る
。
市
内
小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
は
設
置
自
体
に
も
費
用
が
か

か
る
こ
と
や
、
設
置
後
に
お
い
て
も
耐
用

年
数
ご
と
の
更
新
や
、
使
用
に
伴
う
電
気

料
金
な
ど
多
額
の
負
担
が
そ
れ
ぞ
れ
生
じ

て
く
る
。
常
設
の
空
調
設
備
の
設
置
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

▲空調設備が整備されている教室

な
ど
の
簡
易
的
な
冷
房
設
備
の
設
置
に
つ

い
て
も
、
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
更
に
は
夏
休
み
期
間
の
変

更
、
延
長
な
ど
、
夏
休
み
の
あ
り
方
と
い

う
も
の
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
「
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

き
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
生
活

環
境
の
保
全
を
確
保
す
る
た
め
「
留
萌
市

空
家
等
対
策
計
画
」
を
作
成
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、市
が
把
握
す
る
空
き
家
の
中
で
、

危
険
と
思
わ
れ
る
空
き
家
の
状
態
に
つ
い

て
、
更
に
特
定
空
き
家
の
指
定
に
向
け
た

任
意
協
議
会
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁

令
和
5
年
3
月
末
時
点
で
２
８
４

戸
把
握
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
14
戸
を
所

管
と
し
て
危
険
な
空
き
家
と
判
断
し
て
い

る
。
危
険
な
空
き
家
の
明
確
な
定
義
が
な

い
の
で
、
判
断
基
準
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

に
建
材
が
飛
散
し
て
危
な
い
な
ど
の
理
由

で
複
数
回
通
報
を
受
け
、
現
地
確
認
に
よ

り
通
報
通
り
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
た
空
き
家
を
、
現
状
で
は
危
険
な
空

き
家
と
し
て
い
る
。
協
議
会
設
置
の
人
選

等
も
含
め
た
状
況
に
つ
い
て
は
法
律
等
も

関
わ
り
ま
す
の
で
、
弁
護
士
・
開
発
建
設

部
等
の
関
係
者
に
御
協
力
し
て
戴
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
年
度
内
に
仮
称
「
空
き

家
等
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

市
民
の
た
め
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎
、
文

化
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
民
の
た
め
の
公
共
施

設
と
し
て
、
優
先
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
が
あ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点

施
設
と
し
て
、モ
ン
ベ
ル
の
商
品
を
販
売
、

展
示
す
る
た
め
の
店
が
大
き
な
面
積
を
占

め
る
建
物
を
、
公
共
施
設
と
し
て
建
設
す

る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
巨
額
事
業
が
頓

挫
す
れ
ば
最
終
的
な
市
民
の
負
担
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
売
却
し
、
そ
の

中
で
給
食
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
配
食
事
業

が
行
わ
れ
て
も
、
学
校
給
食
は
採
算
が
と

れ
な
い
の
で
や
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。
ま
た
、
民
間
業
者
で
行
う
と
い

う
こ
と
の
リ
ス
ク
が
、
最
近
報
道
さ
れ
た

給
食
調
理
会
社
の
破
綻
か
ら
も
み
え
て
き

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
わ
る

極
め
て
公
共
的
な
施
設
を
市
が
維
持
し
て

い
き
、
減
っ
て
い
く
子
ど
も
の
数
に
見

合
っ
た
施
設
の
建
て
替
え
を
し
て
い
く
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
考
え
て
行
く
べ

き
と
考
え
る
が
、教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

新
た
な
雇
用
と
新
た
な
観
光
需
要

に
よ
る
起
業
や
、
民
間
投
資
の
進
出
交
流

人
口
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
人
口
の
増
加

を
図
り
市
内
で
の
大
き
な
消
費
効
果
、
経

済
効
果
を
め
ざ
し
た
い
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
売
却
に
つ
い
て
は
、

民
間
業
者
が
全
く
撤
退
し
な
い
と
い
う
可

能
性
が
ゼ
ロ
と
い
う
ふ
う
に
は
考
え
て
い

な
い
。
事
業
撤
退
の
意
志
を
示
し
た
時
に

は
、
契
約
の
際
に
建
物
、
土
地
、
調
理
機

器
を
市
に
譲
渡
す
る
と
い
う
条
項
を
盛
り

込
ん
で
、
次
の
事
業
者
を
選
定
す
る
ま
で

は
直
営
で
の
運
営
も
考
え
て
い
る
。
民
間

売
却
後
も
運
営
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機

能
を
持
っ
た
協
議
会
を
設
置
し
た
い
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
施
設
の
老
朽
化
、
調

理
員
不
足
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
民
間
業
者
に
よ
る
施
設
の
有
効
利
用

が
可
能
に
な
り
、
新
た
な
子
育
て
支
援
事

業
に
も
期
待
が
も
て
る
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
善
の
選
択
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。

▲公設で建設予定とされるアクティビティ拠点施設
（写真はモンベル南富良野店）

議会です こんにちは議会です こんにちは

村む
ら
か
み上　

 

均ひ
と
し  

　
　
【
留
萌
公
明
党
】

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美  

　
　
　
　
【
無
会
派
】
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質
問

教
育
・
子
育
て
環
境
の
充
実

　
特
に
、今
夏
の
猛
暑
を
受
け
、児
童
生
徒

が
安
全
で
安
心
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
教
育
環
境
の
充
実
・
確
保
に
向

け
て
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、ひ
と
り
親・共
働
き
家
庭
に
と
っ

て
、
長
期
休
暇
中
で
も
子
ど
も
の
支
援
を

行
う
留
守
家
庭
事
業
の
運
営
・
役
割
は
、

昨
今
の
社
会
情
勢
を
見
て
も
ま
す
ま
す
重

要
だ
と
考
え
る
が
、
利
用
者
か
ら
の
声
や

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

▲受入定員を超える児童センター

答
弁

８
月
下
旬
に
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
、
留
萌
市
で
も
記
録
的
な

暑
さ
が
続
い
た
こ
と
を
受
け
、
児
童
生
徒

の
熱
中
症
防
止
、
安
心
・
安
全
な
学
校
生

活
を
送
る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
小

中
学
校
に
お
い
て
空
調
設
備
等
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
留
守
家
庭
児
童
会
の
受
け
入
れ
定
員
を

超
え
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
確
保
が

大
き
な
課
題
で
は
あ
る
が
、
職
員
の
配
置

を
工
夫
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
、
保
護

者
の
希
望
に
添
え
る
事
業
と
す
る
た
め
に

現
場
と
協
議
を
重
ね
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
自
然
減
・
社
会
減
と
も
に
急
速
に
進
む

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て

い
る
が
、
任
期
終
了
後
の
定
住
率
な
ど
そ

の
制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
を
見

据
え
た
移
住
・
定
住
政
策
の
新
た
な
取
組

や
支
援
の
拡
大
を
行
う
考
え
が
あ
る
か
聞

き
た
い
。

答
弁

こ
れ
ま
で
18
名
の
隊
員
を
採
用

し
、
現
在
７
名
が
定
住
し
て
い
る
。
課
題

と
し
て
、
移
住
者
が
定
着
す
る
た
め
に
地

域
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
専
門
的
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
体
制
の
構
築
や
【
る

も
い
ら
い
ふ
】
な
ど
「
ま
ち
」
を
紹
介
す

る
効
果
的
な
情
報
発
信
方
法
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
工
夫
・
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

　
新
た
な
取
組
と
し
て
、
令
和
６
年
度
の

留
萌
市
職
員
採
用
に
お
い
て
、
留
萌
市
と

つ
な
が
り
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
新
た

な
採
用
を
予
定
、
ま
た
対
象
者
の
要
件
設

定
を
新
た
に
加
え
「
移
住
支
援
金
」
の
拡

充
の
他
、
受
入
環
境
の
整
備
も
図
る
。

質
問

地
元
企
業
支
援
施
策
に
つ
い
て

　
地
元
企
業
の
多
く
が
労
働
力
不
足
を
課

題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
中
、
求
人
募
集
を

し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
人
手
不
足
の
状

況
か
ら
、
労
働
力
の
確
保
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
地
元
の
若
者
が
生
き
生

き
と
働
く
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
、
現
在
の
取
組
状
況
を
お
聞
き
し
た

い
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
は
市
民
や
企
業
、
行
政
が
労
働

力
確
保
に
向
け
た
目
標
を
共
有
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
各
産
業
分
野
で
働
き
手
不
足
が
深
刻
な

状
態
に
あ
る
中
、特
に
製
造
業
、建
設
業
、

介
護
職
の
分
野
で
人
材
が
不
足
し
て
い

る
。
そ
こ
で
技
能
実
習
生
な
ど
の
外
国
人

材
の
確
保
と
受
入
体
制
の
整
備
が
必
要
で

あ
り
、
事
業
者
の
み
な
ら
ず
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
状
態
に
応
じ
た
支
援
体
制
が
必

要
と
考
え
る
。
国
の
支
援
制
度
な
ど
も
活

用
し
な
が
ら
、
採
用
手
法
や
日
本
語
教
室

の
講
習
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

市
内
・
市
外
の
若
者
に
地
元
企
業

を
就
職
先
と
し
て
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ

う
地
元
企
業
応
援
助
成
金
の
活
用
促
進
を

図
り
、
地
元
で
就
労
し
た
い
と
思
う
若
者

の
環
境
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
。

　
市
民
や
企
業
、
行
政
が
労
働
力
確
保
に

向
け
た
目
標
を
共
有
す
る
事
で
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
が
明
確
と
な
り
、
関
係
者
の
主
体

的
な
取
組
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
、
経
済
振
興
会
議
に
お
い
て
調
査
審
議

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
る
。

　
市
の
役
割
は
、
外
国
人
が
地
域
住
民
と

し
て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
生
活
・

労
働
環
境
の
整
備
を
関
係
機
関
と
連
携
し

て
進
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
北
海
道

や
留
萌
商
工
会
議
所
な
ど
の
取
組
に
つ
い

て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
商
工

会
議
所
や
パ
ワ
ス
ポ
留
萌
な
ど
、
関
係
機

関
と
も
相
談
し
な
が
ら
地
元
企
業
の
外
国

人
材
の
確
保
に
対
す
る
機
運
醸
成
を
図
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。▲留萌市内で働く特定技能実習生の仕事風景（製

造業）

【留萌市議会事務局】 TEL42-1907 FAX43-6700　URL:https://www.e-rumoi.jp/gikai/index.html　E-mail:rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

田た
む
ら村　

裕ひ
ろ
き樹  

　
　
【
萌
芽
ク
ラ
ブ
】

鈴す
ず
た田　

亜あ

こ湖  

　
　
【
萌
芽
ク
ラ
ブ
】
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質
問

留
萌
の
医
療
・
介
護
に
つ
い
て

　
今
後
の
留
萌
市
立
病
院
に
お
い
て
、
特

に
経
営
力
強
化
、
機
能
強
化
を
は
か
る
上

で
、
何
か
具
体
的
な
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

市
立
病
院
は
、
留
萌
医
療
圏
に
お

い
て
、
役
割
や
機
能
の
維
持
、
働
き
方
改

革
への
対
応
、
新
興
感
染
症
への
対
応
な
ど

国
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
に
は
医
師
や
看
護

師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
最
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
経
営
面
、
診
療
面
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
っ
て
専
門
病
床
の
確
保
や
臨

時
外
来
、
院
内
感
染
対
策
な
ど
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
中
で
平
時
に
戻
し
つ
つ
も
落
ち

込
ん
だ
患
者
数
や
収
益
の
回
復
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
機
能
強
化
、
経
営
強
化
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
中
で
脳
神
経
外
科
に
お
い
て
医
師
の

派
遣
を
い
た
だ
い
て
い
る
旭
川
赤
十
字
病

院
の
ご
協
力
に
よ
り
9
月
か
ら
は
慢
性
硬

膜
下
血
腫
、
ド
レ
ナ
ー
ジ
手
術
を
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
病
院
機
能
の
強
化
と
収
益

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
に
は

旭
川
赤
十
字
病
院
か
ら
の
応
援
体
制
の
拡

充
と
と
も
に
、
脳
神
経
外
科
手
術
の
再
開

を
計
画
に
盛
り
込
み
、
実
現
に
向
け
て
努

力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲脳外科ドレナージ手術再開の留萌市立病院

質
問

市
内
公
共
事
業
の
実
現
に
向
け
て

　
8
月
25
日
の
キ
ャ
ン
プ
場
等
を
含
む
2

期
工
事
の
事
実
上
の
白
紙
と
い
う
新
聞
報

道
に
関
し
て
、
市
長
よ
り
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

資
材
高
騰
に
想
定
外
の
状
況
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
で
私
も
大
阪
に
出
向
き
、

モ
ン
ベ
ル
の
辰
野
会
長
と
お
話
を
し
、
辰

野
会
長
自
身
も
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、

柔
軟
な
形
で
今
後
の
計
画
を
考
え
て
い
き

た
い
。
拠
点
施
設
を
優
先
し
、
更
な
る
モ

ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
の

キ
ャ
ン
プ
施
設
等
は
状
況
を
見
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。
国
の
資
材
高
騰
に
関
し

て
の
補
正
の
状
況
も
見
極
め
な
く
て
は
い

け
な
い
。
資
材
高
騰
問
題
は
大
き
な
局
面

を
迎
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

質
問

学
校
給
食
に
つ
い
て 

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と
し
て
、

働
き
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
市
は
解
決
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
お
聞
き

し
た
い
。
求
人
に
あ
た
っ
て
時
給
の
ア
ッ

プ
な
ど
待
遇
の
改
善
は
有
効
だ
と
考
え
ら

れ
る
が
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、働
き
手
の
不
足
の
理
由
と
し
て
、

通
年
で
働
け
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
解
決
策
と
し
て
夏
・
冬
休
み
に
留

守
家
庭
児
童
会
に
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
雇
用
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
検
討
で

き
な
い
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　
今
年
６
月
に
、
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
、

長
期
休
業
中
に
児
童
セ
ン
タ
ー
の
留
守
家

庭
児
童
会
へ
の
給
食
提
供
を
検
討
す
る
よ

う
に
通
達
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
留
萌

市
に
お
い
て
も
検
討
し
、
雇
用
環
境
の
改

善
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、
求
人
募

集
や
給
食
調
理
員
の
報
酬
単
価
の
引
き
上

げ
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て

も
欠
員
状
態
の
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
長
期
休
業
中

に
、
留
守
家
庭
児
童
会
へ
昼
食
を
提
供
す

る
に
は
、
栄
養
教
諭
の
業
務
負
担
や
保
護

者
・
市
の
負
担
額
の
設
定
、
料
金
の
徴
収

管
理
、昼
食
の
配
送
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

設
備
や
調
理
す
る
ス
ペ
ー
ス 

、
調
理
機

器
等
の
課
題
が
あ
り
、
留
守
家
庭
児
童
会

に
昼
食
を
提
供
し
て
、
雇
用
の
改
善
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て

困
難
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問

市
内
バ
ス
の
運
行
改
善
に
つ
い
て

　
市
内
近
郊
線
の
バ
ス
路
線
が
減
便
と
な

り
、
通
勤
や
市
立
病
院
受
診
時
の
利
用
に

あ
た
っ
て
不
便
だ
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

市
と
し
て
の
改
善
に
向
け
た
方
策
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

市
と
し
て
は
、
住
民
の
需
要
に
応

じ
た
バ
ス
等
の
旅
客
輸
送
の
確
保
や
、
利

便
性
の
向
上
に
向
け
て
、
改
善
が
図
ら
れ

る
よ
う
留
萌
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
バ
ス
事
業
者

と
も
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

▲留萌市内近郊線の沿岸バス

令和５年 第３回定例会　令和５年 第３回定例会　一般質問と答弁　　　　　　　　　③一般質問と答弁　　　　　　　　　③

宇う
か
わ川　

達た
つ
ろ
う朗  

　
　
　
　
【
萌
政
会
】

戸と
み
ず水
美み

ほ

こ
保
子  

　
　
【
留
萌
公
明
党
】

議会です こんにちは議会です こんにちは
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議 会 の 動 向議 会 の 動 向
令和５年６月９日から９月5日令和５年６月９日から９月5日
までの議会の動向を報告しますまでの議会の動向を報告します
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留萌市議会だより
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令和5年留萌市議会第2 回定例会開会日
留萌駐屯地創立70周年記念行事
全国市議会議長会第231回理事会
全国市議会議長会第99回定期総会
全国市議会議長会各委員会合同会議
第１常任委員会、第２常任委員会、議
会広報広聴常任委員会
第二師団創立73周年及び旭川駐屯
地開設71周年記念行事
一般質問
本会議
公共施設整備調査研究会
第１常任委員会、第２常任委員会
令和５年度留萌地域総合開発期成
会臨時総会及び地元要望
R5.留萌地域総合開発期成会札幌要望
R5.留萌地域総合開発期成会中央要望
R5.留萌地域総合開発期成会中央要望
R5.留萌地域総合開発期成会中央要望
東海大学海洋調査研修船「望星丸」
留萌港寄港歓迎セレモニー
埼玉県鴻巣市議会かいえんたい行政視察
R5.「空き家・空き地問題に関する特別委
員会」正副委員長会議、第１回委員会
R5.「空き家・空き地問題に関する特
別委員会」現地調査
議会運営委員会、各派代表者会議
海上自衛隊ミサイル艇「わかたか」
入港歓迎式、特別公開
海上自衛隊ミサイル艇「わかたか」歓迎懇親会
海上自衛隊ミサイル艇「わかたか」出港見送り
議会広報広聴常任委員会、東海大学
海洋調査研修船「望星丸」出港見送り
福島県議会企画環境委員会行政視察
第１常任委員会
レンジャー帰還式
第2常任委員会、令和5年度市民と議
会の意見交換会
るもい呑涛まつり式典
公共施設整備調査研究会
留萌市暴力追放運動推進協議会街
頭啓発運動
第23回「ユニオン・福対協」チャリティー
ビアパーティー
全員協議会、各派代表者会議
議会広報広聴常任委員会
各派代表者会議、公共施設整備調査研
究会、令和５年度留萌市平和祈念式典
辰野会長による留萌市議会議員に対
する説明会
第2常任委員会
公共施設整備調査研究会
いなつ久を励ます会
令和５年北海道市長会副市長会議
第1常任委員会
全員協議会
新隊員35km徒歩行進訓練の激励
議会運営委員会、各派代表者会議
令和5年度留萌市市民防災訓練視察
浅野貴博と語る９月の集い（令和５年
度道政報告会）
令和５年留萌市議会第３回定例会開会日

こんなことこんなことがが決まりました決まりました
令和５年 第３回定例会　９月５日〜１４日

令和５年 第３回定例会
諮 問 ・人権擁護委員の推薦について

ほか 1 件…適任
認 定 ・令和４年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について

・令和４年度留萌市水道事業会計決算の認定について
・令和４年度留萌市病院事業会計決算の認定について

…認定
報 告 ・令和４年度留萌市の健全化判断基準比率の報告について

・専決処分の報告について（令和５年度留萌市一般会計補
正予算（第６号）について）

ほか３件…了
議 案 ・令和５年度留萌市一般会計補正予算（第７号）

・令和５年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・令和５年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
・令和５年度留萌市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
・こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関す

る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
について

　ほか 3 件…原案可決
・留萌市公平委員会委員の選任について　

…同意
意見書案 ・ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産

業施策の充実・強化を求める意見書
・国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

ほか 3 件…原案可決

　定例会、市民と議会の意見交換会な
どの活動を通じて、多くの課題を再認

識しました。市民が笑顔で暮らせる留萌を目指し、課題解決に
向けてしっかりと議会活動を行い、広報していきます。議会だ
よりの編集に関わり５か月が経ちました。市民に必要とされる
内容を模索しながら頑張ります。(雅)

編集後記編集後記

　令和４年度決算を認定
　留萌南部衛生組合議会第２回

定例会が、８月 31 日午後１時半から市議会議場で開催されま
した。令和４年度会計決算について認定し、令和５年度補正予
算、火葬場条例の一部を改正する条例制定について可決し、閉
会しました。火葬場条例の一部改正は、留萌市、小平町の住民
とその他の住民で使用料が異なるため、疑義が生じないよう住
民に関する定義づけを明確にするものです。

組 合 議 会 か ら の 報 告組 合 議 会 か ら の 報 告

留萌南部衛生組合議会

留萌市議会　フェイスブック


